
　　　評価 【 B 】

【アドミッション・ポリシー】（入学者受け入れ方針）　 【カリキュラム・ポリシー】（教育課程の編成・実施方針）　
【社会性の育成】　　　　評価 【 Ａ 】

【グラデュエーション・ポリシー】（育成を目指す生徒の資質・能力）

【チーム学校】　　　評価 【 Ａ 】

（評価）A：目標を十分に達成　　B：目標をほぼ達成　　C：やや不十分　　D：不十分

学校番号 9 嶺北 高等学校 課程 全

学校関係者評価

【学力の向上】　

育成を目指す資質・能力【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】

取組のねらい【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】

高知県
の教育
の基本
理念 

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく人
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を
切り拓く人
（３）多様な個性や生き方を互いに認め、尊重し、協働し合う人

基本
方針

①予測困難な社会を生き抜く力を身につけるための教育の推進
②多様な背景・特性・事情等を踏まえた包摂的な教育・支援の推進
③生涯にわたって学ぶことができる環境づくりと活動・取組の推進
④各種施策を総合的・計画的に推進するために必要な基礎的・基盤的な環境・体制等の整備 １・２年生ともに、Ｃ層以上の増加、Ｄ３層の減少は大きな成果が見られる。

Ｄ層が全体の３分の１強を占めていることは、一層の学力向上と更なる底上げが必要である。
また、上位層の引き上げも一層の努力を頂きたい。

○卒業後の進路実現に向けて、高い目標を持ち、自ら意欲的に学び続けようと
する生徒
○部活動や生徒会活動、学校行事等に積極的に取り組みたい生徒 計画性を持った取り組みは身についてきており、１年生も計画性が徐々に身についてきている。

探究活動等によりボランティア活動、イベント等への参画を通して地域貢献意識が高まっている。
１年次からの進路指導により、希望進路実現への成果につながっている。

３つの精神（資質）（主体性の精神、地域創造の精神、多文化協働の精神）と３つ
の力（能力）（活用応用力、地域課題解決力、言語運用力）を身につけた生徒を
育成することにより、生徒・保護者・地域から信頼される学校を目指す。 全ての項目において成果が見られ、高い評価となっている。

全体的な生徒数の確保は、ここ数年目標を達成できているが、連携中学校からの進学希望者にまだ成果が表れておら
ず、今後一層の取り組みが必要であり、中学、地域、行政とも連携して取り組んでいただきたい。

社
会
性
の
育
成

★豊かな心
○自己存在感、自己有用感、コミュニ
ケーション力、自己決定力等
★多様性・包摂性
○キャリアデザイン力（やりぬく力）
○他者への思いやり（地域・社会貢献、
ボランティア活動等も含む）

○県ア「物事に取り組む際には、いつまでに何をするかを
具体的に決めて実行できる」：肯定回答80％以上
   (R5:2回目 1年88.5%, 2年66.7%, 3年82.5%)
○「地域や社会をよくするために、地域貢献活動やボラン
ティア活動など、実際に行っている」
：70%以上
　(R5.2回目 1年53.9%,2年61.9%,3年75％)
○1年次末時点で進路希望を持っている生徒の割合： 
70％ (R5:50.0%)
○卒業時進路決定率：3月末時点 100%
   (R5:100%)

○タブレットやスケジュール帳を用いた自己管理指導(正・
副ホーム担任)
・家庭学習や読書の記録
・学校行事や個別の活動の予定管理　
○進路指導の充実(進路指導部、ホーム担任)
・個別指導におけるキャリアパスポートの活用の促進
・個人面談の実施（各クラス）
・全教員による面接指導
・進路講演や大学・企業等訪問
・インターンシップの実施

B

〇「物事に取り組む際には～」
　・１年75.6%　2年96.0%　3年94.7%
　→2・3年生は進路やホームでの指導により計画的に様々なことに取り
組めている
〇「地域や社会をよくするために～」
　・1年68.3%　2年84.0%　3年76.3%
　→コロナによる自粛がなくなり生徒の地域における存在感が増してお
り、また生徒の地域貢献意欲がより高まってきている
〇1年次の進路希望を持っている割合
　58.5%（進学51.7%　就職7.3%　未定41.5%)
　→昨年度(50.0%)と比較して進路について考える生徒が増えている。
　→個別面談やキャリア教育を通じて進路意識をさらに高めていく必要
がある

・地域イベント等への生徒の参画（企
画・運営・ボランティア等）
・3年生の進路実現に向けた学校と公
営塾が協働した進路指導の実施

Ａ

〇「物事に取り組む際には～」
　・１年78.1％(+2.5)　2年92.0%(-4.0)　3年92.1(-2.6)
　→2・3年生は進路やホームでの指導により計画的に様々なことに
引き続き取り組めており、1年生も徐々に計画性を持つことができて
きている。
〇「地域や社会をよくするために～」
　・1年63.4%(-4.9)　2年84.0％(±0.0)　3年89.5%(+13.2)
　→地域からの要請や生徒の探究活動などにより、地域イベント等
への参画により地域貢献の意識が高まってきている。
〇1年次の進路希望を持っている割合
　73.2%(+23.2)【進学61.0%　就職12.2%　未定26.8%)】
　→個別面談や進路講演、大学説明会等のキャリア教育を通じた
生徒への意識づけができてきている。
〇3年生の進路決定率：100%(3月10日時点)
【大学19名(国公立6),短・専修等10名,就職9名】

・学年を追うごとに計画性が身に
ついてきているが、1年次からの
指導を徹底していく必要がある。
・ボランティア活動への参加や地
域イベントの運営等に取り組むこ
とで地域貢献意識をさらに高めて
いく。
・1年次から進路を意識した取組
を図り、卒業時の進路実現につ
なげる。

地
域
協
働
学
習

【取組のねらい】
○生徒の社会的自立・社会参画に必
要な資質・能力の育成
○地域・関係機関との連携

○嶺北探究の３学年を通した系統的なプログラムの活動の
実施
○ﾏｲﾌﾟﾛ西日本大会出場2チーム、全国大会出場１チー
ム、進路決定に繋げた３年生 3名以上

○嶺北探究の推進(総務連携部)
　・地域学校協働活動推進員との連携
　・コンソーシアムとの連携
　・地域自治体、未来創造協議会等との連携
　・各種指定事業への取組推進 B

〇週１回の担当者会(担任,担当)の実施
〇地域協働活動推進員と学校が連携した探究学習が展開できている
〇コンソーシアムの開催（6月)

〇学年発表に向け、関係機関等と連携
して取り組みをさらに進めていく。
・地域関係者との継続的な連携
・校内発表に向けた準備

A

〇担当者会(担任,担当)の実施(毎週)
〇地域協働活動推進員と学校が連携した探究学習の推進(年間)
〇コンソーシアムの開催（6月)
〇学年発表会による自己・他者評価の実施(11月)
〇マイプロ発表会への出場（2年生2グループ）
〇全学年による学習成果発表会「Ｔｈｅ Final Report」開催（1月）

・嶺北探究における学年間の連携を
強化し、3年間を見通した探究活動に
していく。
・探究活動に必要不可欠な地域の関
係者と協働した取組の推進。
・ファイナルレポートへの地域住民や
小中学校からの観覧が増加する広
報・PRの実施

教
科　
横
断
的
教
育

【取組のねらい】
○学習の基盤となる言語能力や情報
活用能力の育成
○各教科の学びを実社会での課題発
見や解決に結び付ける力の育成

○各授業における「知識・理解」「思考力・判断力・表現力」「意欲・
態度」の３観点を意識した授業づくり
〇学習成果発表会の実施（各学年）
・探究活動発表会（各学年１回／年）
・ファイナルレポートの開催（全学年／年）R6～
〇農業、商業におけるコラボ（年間）
・栽培から販売までの協働活動

○教科横断的な授業
・複数の教科の知識を関連付けて理解する能力の育成
・異なる視点から問題を捉える能力の育成
・倫理的に思考する能力の育成
・自分の考えを明確に表現する能力の育成
・主体的に学習に取り組む態度の育成
・探究学習　・ポートフォリオ　・グループワーク

B 〇嶺北探究において自身の考える課題について、教科で学んだことを
生かした取組を進めている

・ファイナルレポートに向けた授業や探
究を通じた課題解決学習の取組
・農業×商業コースの商品開発から販
売まで取組

B

〇嶺北探究において自身の考える課題について、教科で学んだこ
とを生かした取組を進めることができた。
〇教科や地域での学びを生かした探究活動の実施
〇学年発表会及びファイナルレポートの開催
〇農業・商業コース（A×C）の取組による栽培から商品開発及び販
売の実施（年間）

・教科での学びを他の授業や探
究等に生かしていけるよう、授業
の中から探究の視点を持たせる
工夫が必要である。
・商×農（A×C）の取組における
数学や家庭科との推進を図る。

学
校
の
振
興　　　

★学校の魅力化

○れいほく未来創造協議会と協働
した嶺北高校魅力化アクションプラ
ンの推進

○連携中学校からの志願(志願者/全中3)：70％ 以上 
(R5:64.5%,R4: 52%, R3: 65%, R2: 63%, R1: 63%, H30: 59%) 
○連携中学校以外からの志願者：　10名以上
 R5: 10名 (県内1, 県外9)
○地域みらい留学365制度を活用した高校2年次の留学生
の受け入れ：2名(R5：2名）
○語学研修(県・学校紹介型)への参加推進：5名以上
(R5:8名　※R3,
○中高一貫連携教育の推進
（嶺北中学校、土佐町中学校）

○広報活動の強化(管理職)
　・SNSを活用した情報発信（HP、すぐーる、FB等）
　・県内外での広報活動や学校説明会の実施
　・新教育課程による多様な進路の実現
○海外語学研修の推進
　・自治体からの補助を活用した語学研修への参加
○部活動の活性化
　・部活動指導員の活用（剣道・野球）
　・部活動の地域移行の推進（カヌー）
　・中高一貫教育推進による中高連携部活動（吹奏楽）

B

〇嶺北地域の中学校との連携
　・一日体験入学への参加者（40名）
　嶺北中学校16名、土佐町中学校20名
　大豊学園3名、大川小中学校1名
　※アンケート結果より
　　入学希望者(8名)　悩んでいる(18名)
〇地域外からの生徒の確保
　・一日体験入学への参加者(9名）
　高知県内4名　県外4名
〇地域高2留学生２名の受入れ
　→生徒会や部活動、学校行事等において様々な場面で活躍している
〇語学研修参加者:3名
　（オーストラリア、マルタ島、フィリピンセブ島）

・広報活動による学校の取組の周知
（すぐーる、Facebook,Instagram等)
・海外語学研修後の継続した英会話講
習の実施(オンライン英会話)
・みらいハイスクール共創校と連携した
アフリカセーシェル共和国との交流事
業への参加
・冬季海外語学研修の実施(冬休み）

B

〇連携２中学校からの出願者数(R7.2.5現在)
・嶺北中：7名　土佐町中：8名
〇連携中学校以外からの出願者数
・地域内:1名(大川小中)　県内:3名(高知市)　県外:13名
〇連携中学校との連携の取組教化
・連携交流授業の実施（中⇔高）
・嶺高祭への中学生参加（中高連携吹奏楽部）
・ファイナルレポートへの参加（中高一貫連携２中（2年生）)　等
〇地域外からの生徒の確保
・一日体験入学への参加者(9名：県内4名,県外4名)
・みらい創造協議会による探究ツアー及び現地見学会の実施(3回)
〇地域高2留学生２名の受入れ
・生徒会、部活動、行事等での活躍
〇語学研修参加者:3名(オーストラリア、マルタ島、フィリピンセブ島)
〇オンライン英会話受講による語学習得の推進（受講者５名）
　【11月～１月（48回/人）】
〇アフリカ・セーシェル共和国との交流事業への参加:３名(1月)

・連携中学校との連携強化（行事
への参加、中高交流の推進）
・地域内の大豊学園、大川小中
学校へのPR、連携を図る。
・関係機関との連携や広報活動
の強化（SNS,新聞広告,チラシ配
付)
・公営寮と連携し、県外生の募集
を積極的に行い、意欲のある生
徒を呼び込む。

不
祥
事
防
止

★教職員の倫理観の堅持
○不祥事防止対策の徹底
○よりよい職場風土づくり
○教職員のメンタルヘルス
○不祥事発生時の適切な対応

〇不祥事防止委員会の開催（１回／学期）
〇校内研修の実施（１回／学期）

○職員朝礼、職員会等による注意喚起。
○学期に１回程度の校内研修、不祥事防止委員会の実
施。
○日頃から教職員とのコミュニケーションを通した風通しの
良い職場作り。

B
〇県教委からの通知等の情報共有（随時）
〇校内研修会の実施（7月）
〇不祥事防止委員会の開催（2回／1学期)

・定期テスト中を利用した校内研修の
実施（全教職員※会計年度含）
・不祥事防止委員会の開催
・学校運営協議会との協議

A
〇県教委からの通知等の情報共有（随時）
〇校内研修会の実施（7月、12月、２月）
〇不祥事防止委員会の開催（3回）
〇管理職と教職員の個別意見交換（１月）

・継続した不祥事防止への意識
づけを行う必要がある。
・校内研修において、県教委や
学校外部からの講師を呼ぶなど
より効果的な研修のあり方を検討
する。

働
き
方
改
革

★長時間勤務の解消
○ＩＣＴを活用した情報伝達による
会議数の削減や資料のペーパー
レス化及び業務等の効率化
○部活動顧問の複数担当制や部
活動指導員の活用
〇外部人材の活用による分掌等業
務の軽減（学校魅力化、補習、探
究等）

○勤務時間外の業務量
　・月   45時間 未満   100％
　・年 360時間 未満　 100％

○嶺北高等学校魅力化アクションプランの推進によるれい
ほく未来創造協議会との連携体制の構築

①分掌業務の見直し
　・全教員での輪番(給食、面接指導等)
　・複数教員の配置(部活動等)
　・年間計画や練習内容の見直し､顧問の指導分担
　・ＩＣＴを活用した情報共有
　・地域学校協働活動推進員や部活動支援員との業務分
担
　・公営塾との連携（進学補習等）

B

〇勤務時間外の業務量
　・月45時間未満達成率　98.4%
　　※対象教員:21名(期講含）
〇れいほく未来創造協議会との連携
　・公営寮との情報共有会(週1回)　
　・公営塾講師による進学補習（英・数）
　・嶺北探究における連携
　・学校運営協議会の協働運営

・年間行事検討会への生徒の参画
・県版コーディネーターとみらい創造協
議会と連携した探究活動や広報活動
の推進
・進路指導における公営塾との連携

A

〇勤務時間外の業務量（2月末時点）
　・月45時間未満達成率　99.1%
　　※対象教員:21名(期講含）のうちのべ2名(4月1名・5月1名）
〇れいほく未来創造協議会との連携
　・公営寮との情報共有会(週1回)　
　・公営塾講師による進学補習（英・数）
　・嶺北探究における連携（１・２年生の企画・運営）
　・学校運営協議会の協働運営（3回/年）
　・進路指導の連携（面接・教科指導）

・勤務時間外業務45時間未満が99%
となり、今年度はさらに働き方改革が
さらに進んだ。次年度も継続した業
務改善、積極的な休暇取得を推進
し、ワークライフバランスを意識した
職場環境づくりを図る。
・分掌業務等、公平な業務分担につ
いて管理職を中心として、教職員が
やりがいを感じられる職場環境づくり
に努める。
・未来創造協議会との連携により協
働した生徒指導を実施する。
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○全ての教科・科目等の学習を通じて、「知識・技能」、「思考力、判断力、表現力」、「学びに向か
う力」の育成。
○２年次より２コース（実践キャリア・進学キャリア）・４プログラム（農業系・商業系、文系・理系）か
ら１つを選択し、各プログラム特有の学習活動を通じて、多様な学びや進路実現を支援。
○「嶺北探究」（総合的な探究の時間）を教育活動の中核に位置づけ、生徒が主体的に他者と協
働して課題解決に取り組む教育プログラムを構築し、活用応用力、地域課題解決力、言語運用力
の育成。
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★確かな学力
○基礎的・基本的・発展的な知識及び
技能
○思考力、判断力、表現力等
○学びに向かう力、人間性等
★将来を見通した学び
○将来にわたって学び続ける意欲（学
習習慣を含む）

○学力把握定着検査(1・2年) 
・C層以上の生徒の増加(2回目:65％以上)
 (R5.2回目:Ｃ層以上 1・2年60.9%)  
・D３層の生徒の減少(20％以下)
 (R5.2回目：Ｄ３層　1・2年17.1%)
○授業外学習時間の増加（県アンケート）
・「自主学習の仕方が理解できている」:肯定的回答70％以
上   (R5:2回目: 1年69.2%, 2年61.9%, 3年82.2%)
○将来のための勉強をしている生徒の増加
・「将来の可能性をを広げるために勉強を頑張っている」:
肯定的回答90%以上
R5.2回目:1年84.6%,2年90.4%,89.3%)

○個別最適な学習指導
・下位層に向けた個別指導、補習や添削
・ＩＣＴを活用した問題演習や家庭学習
・個々の特性に応じた授業実践、評価基準や評価方法の
設定
・模擬試験や英検などの受験推奨
・面談を通して早期の希望進路決定による家庭学習習慣
の定着と学習意欲の向上を図る。定期考査や小テスト等の
分析及びフィードバックを定期的に行うとともに、生徒個々
の学習状況や学習方略の改善を促す。

B

〇学力把握定着検査(1・2年)4月（第1回）
　・C層以上：50.8%(1年:55% 2年:43.5%)
　・D3層：25.4%(1年:22.5% 2年:30.4%)
　→昨年度同時期よりもC層以上,D3層の割合が微減となっている。
〇授業外学習時間の増加
　・ ｢自主学習の仕方が理解～｣
　　1年70.7%  2年76.0% 3年81.6%
　・「パソコン,タブレットなどの情報端末を授業外学習に活用している」
　1年48.8%　2年84.0%　3年86.9%
　→学年が上がるにつれて自主学習が定着してきている。また、一人一
台端末を必要に応じて活用できている。
　→1年生は徐々に使用機会が増えてきているので今後活用がさらに伸
びてくるものと思われる
〇将来のための勉強をしている生徒の割合
　・1年82.9%　2年92.0%　3年100%
　→生徒一人一人が将来を考えながら学習することができている。　

・日常的な補習や添削等の個別指導
の継続により学力の底上げを図る。
・タブレットの活用率をあげるとともに授
業外学習につながるような課題等を出
すなど個別最適な学びを推進する

B

〇学力把握定着検査(1・2年)1第2回(第1回比)
　・C層以上：63.3%（+12.5)【1年:65.8%(+10.8) 2年:59.1%(+15.6）】
　・D3層：13.3%(-12.1)【1年:15.8%(-6.7） 2年:9.1%(-21.7)】
　→第1回からC層以上の増加、D3層の減少の傾向にある。
〇授業外学習時間の増加
　・ ｢自主学習の仕方が理解～｣(第1回比)
　　1年65.8%(-4.9) 2年68.0%(-8.0) 3年89.4%(+7.8)
　・「ﾊﾟｿｺﾝ,ﾀﾌﾞﾚｯﾄなどの情報端末を授業外学習に活用している」
　1年65.8%(+17.0)　2年84.0%(±0.0)　3年97.4%(+10.5)
　→学年が上がるにつれて自主学習が定着してきているが、１・２年
生は第1回から減少している。
　→タブレットを有効に活用し、自主学習や探究活動などの使用が
定着してきている。
〇「将来の可能性を広げるために勉強を頑張っている」生徒の割合
　・1年78.1%(-4.8)　2年84.0%(-8.0)　3年97.4%(-2.6)
　→授業や探究を通じて将来を考えながら学習することができてい
る生徒が多い。　

・日々の授業実践に加え、個別
指導等により、学力の底上げだけ
でなく、上位層の引き上げにつな
がってきているが、3年次の進路
実現に向け、進学補習や模試へ
の参加率の向上や授業時間外の
学習時間の定着に向けた取組が
必要である。
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□４月４日提出　　 □１０月３日提出　　 　■３月１４日提出


